
  

平成21年度（次年度）事業計画書 

 

特定非営利活動法人 サ ス テ ナ ブ ル ・ ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ  

～ 小 さ な 渦 を 育 て る 杜 ～  

 

１ 事業実施の方針 

本年度は、趣意書に示す、当NPOの活動を具現化します。 

「望まれる2030年を実現するライフスタイル」をキーワードに独自のインターネット調査

や討議を行い、また、日本型サステナブル社会のありようを探る現地調査（沖永良部島，

長野等）を行い、鳥瞰的な視野を持ち、各分野での垣根を越えた知恵を集積するナレッジ

データベースを構築します。 

また、生物多様性条約市民ネットワークなどの他ネットワーク活動と協調して、持続可

能社会へ向けた評価指標の策定に向けたシンポジウム開催を開催し、社会人のネットワー

クである強みを活かし、関連分野に従事する研究者・企業等への知的・人的のサポートや

カウンセリングを行います。 

上記活動に基づき、環境と経済のディカップリングを促進するビジネスシステムの提案

や政策提言を具現化するオンライン教材を2年間かけて、東北大学大学院環境科学研究科

殿と協調して開発します。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１） 特定非営利活動に係る事業 

事業名 事業内容 実施予定日 
実施予定場

所 

従事

者の

予定

人数 

受益対象

者の範囲

及び予定

人数 

支 出 

見込額 

持続可能社
会の実現に
寄与する普
及 ・啓発事
業 

・サステイナビリティを学

ぶコンテンツ開発（2年間

の事業） 

・サステナビリティ・シン

ポジウムの開催（沖永良部

島、仙台、千葉 他） 

2009年 
４月１日
～ 
2010年 
3月31日 

インターネ
ット上 

３人 
 

不特定多
数（延べ
５千人を
想定） 

200万円 
 

持続可能社
会の実現に
寄与する調
査 ・研究事
業 

・日本発2030年のライフス

タイルを描くコンセプトデ

ザイン、基礎調査 

・持続可能社会へ向けた

評価指標の策定へ向けた

基礎調査 

2009年 
４月１日
～ 
2010年 
3月31日 

仙台(東北
大学 環境
科学科内) 
 

５人 
 

なし 
※調査研

究の為 

400万円 
 

持続可能社
会の実現に
寄与する団
体等に対す
る支援事業 

・事業者向けビジネスコン

サルティング、カウンセリ

ング 

 

2009年 
４月１日
～ 
2010年 
3月31日 

・仙台（東
北大学 環
境 科 学
科）、 
・東京都内 

12人 
 

250名 
延べ500
名を想定 

200万円 
 

 



  

平成２１年度 特定非営利活動に係る事業会計収支予算書 

平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで 

 
特定非営利活動法人サステナブル・ソリューションズ～小さな渦を育てる杜～（単位：
千円） 

 

  

科     目 H21年度 

Ⅰ 収入の部  
１ 入会金収入  
正会員入会金収入 
賛助会員入会金収入 

  
 

150 
500 

 
２ 会費収入  
正会員会費収入 
賛助会員会費収入 

  
400 

1,500 

３ 事業収入  
持続可能社会の実現に寄与する普及・啓発事業収入 
持続可能社会の実現に寄与する調査・研究事業収入 
持続可能社会の実現に寄与する団体等に対する支援事業収入 

  
2,500 
5,000 
2,500 

４ 寄附金収入  
正会員からの寄付金／資産譲渡 
賛助会員からの寄付金／資産譲渡 

  
450 
0 

５ 雑収入  
預金利子 

 0 
 

６ その他の事業会計繰入金収入  
 

 0 

当期収入合計（Ａ）   13,000 
前期繰越収支差額   0 
収入合計（Ｂ）   13,000 

Ⅱ 支出の部  
１ 事業費  

持続可能社会の実現に寄与する普及・啓発事業支出 
持続可能社会の実現に寄与する調査・研究事業支出 
持続可能社会の実現に寄与する団体等に対する支援事業支出 

  
 

2,000 
4,000 
2,000 

２ 管理費  
事務局人権費 
事務局管理費 

  
1,500 
1,500 

３ 共通事業費  
交通費 
謝礼費 

  
500 
500 

４ 予備費   1,000 

当期支出合計（Ｃ）   13,000 

当期収支差額（Ａ）‐（Ｃ）   0 

次期繰越収支差額（Ｂ）‐（Ｃ）   0 


